
平成１７年１０月２０日
新居浜工業高等専門学校

１．ものづくり教育支援センターの設置(17年4月)

○各学科の実験・実習、卒研など教育研究支援
○ロボコンなど、ものづくり課外活動の支援
○地域連携による技術交流・支援

ものづくり教育支援センター
センター長・副センター長・センター所員

実習工場 アイデア通り工房 技術室

運営委員会

センター長・副センター長
庶務課長・技術室長業務の方針等

２．学習環境の整備

■ 普通教室の空調機整備

■ アイデア通り工房の整備

■ ITを活用した教育環境の整備

ITを活用した教育環境の整備

英語語彙自学自習ソフトの導入
教育用電子計算機システムの更新
（１７年度末、バーションアップ）

今回整備分

主体的な学習の支援
（自学自習支援）

校内LANの整備【１３年度】

授業のIT化【１４年度】

（教室のスクリーン・プロジェクター設置）

ICカードキーの導入【１５年度】
（電子計算機室・LL教室）

情報処理室のコンピューター更新【１６年度】
（計測制御設計用高性能パソコン５０台導入）

各種教育用ソフトの導入【１４～１６年度】
製図実習用ソフト
数式処理ソフト（Ｌａｂ ＶＩＥＷ）
数値解析ソフト（ＭＡＴＬＡＢ）
３Ｄ－ＣＡＤ
ＴＯＥＩＣトレーニング用英語教材ソフト

整備済

現代GP（平成17年度）に採択
『現代的教育ニーズ取組支援プログラム』

e-learningによる創造性豊かな実践的技術者育成コースの開発
－高専IT教育コンソーシアムによる協力プログラム（参加１２高専）－

【創造性教育の三つの柱】

●プロジェクトの立案・管理ができる能力の育成

●プレゼンテーション能力の育成

●知的好奇心の高揚（インターネット上の膨大な教育資源を活用）

全
国
規
模
の
コ
ン
ペ

学
生
間
の
交
流

３年計画

○ソフト開発、コンテンツ作成
○e-learning授業の実施・評価・改良

○全国高専への展開準備

学生、教員及び地域住民から地域環境の向上に役立つアイデアの発想を求め、そ
の実現に向けた取組を本校の中心に広げていく中で、本校と地域の活性化を図ると
ともに様々なプロジェクトの推進を通して学生に問題設定とその解決能力を付与する
ことを目的とした、「新居浜高専アイデア通り」構想を学内全組織で進めている。この
構想を円滑に推進し、そのほかに講義、ロボコン等の課外活動、体験学習等の各種
イベントに多面的に共同利用する施設として整備したもの。

～利用状況～
○ト・リ・コ・ン！ 鳥人間コンテスト選手権大会に向けて、飛行機を製作する。
○ロボコン NHKロボットコンテストに向けて、アイデアの立案、ロボットの製作をする。
○校内案内システム製作 最新の科学技術を駆使した校内案内システムを製作する。

○寝台入浴装置の落下防止具の製作プロジェクト 身体の不自由な人のために製作する。

アイデア通り工房
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（計 画）
１７年度・・・・・・・・６教室
１８年度以降・・・１４教室（３～４年計画）

今後の課題
・ 省エネルギーの一層の推進
・ 電気料金の増加に係る対応

普通教室の空調機整備

普通教室（２７）のうち空調機未整備分（２０）の
計画的な整備

３．日本技術者教育認定機構（JABEE)による教育プログラムの認定について

統一的基準に基づいて高等教育機
関における技術者教育プログラム
の認定を行い、その国際的な同等
性を確保するとともに、技術者教育
の向上と国際的に通用する技術者
の育成を通じて社会と産業の発展
に寄与すること

目的

学習・教育目標
学習･教育の量基準
教育手段（入学者選抜方法、教育方法、教育組織）
教育環境（施設・設備、財源、学生への支援体制）

学習･教育目標の達成

教育改善（教育点検システム、継続的改善）

認定基準

認定数 ９７機関（７０大学，２７高専） １８６プログラム 【平成１６年度まで】

本科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

専攻科

２年１年

JABEEプログラム

高専における
教育プログラム

システムデザイン工学プログラム
（ 電気情報工学科(電気工学科)、電子制御工学科、電子工学専攻 ）

技術者に必要な倫理観と新しいシステムを設計・構築するデザイン能力を
身につけ、ものづくりを通して社会貢献できる人材を育成します。

生産工学プログラム
（ 機械工学科、材料工学科、生産工学専攻 ）

環境への影響や循環型社会を配慮しつつ、与えられた制約条件の下での
人的・物的・知的資源を有効に活用しものづくりができる、デザイン能力に
秀でた技術者すなわち「資源活用型技術者」を養成します。

生物応用化学プログラム
（ 生物応用化学科、生物応用化学専攻 ）

「生産・品質管理部門、研究開発部門、技術営業部門などのグループリー
ダーまたはプロジェクトリーダーとなって貢献できる人材を養成します。

１６年５月認定

１７年１０月中間審査

１７年１０月受審

１７年１１月受審

新居浜高専の教育プログラム
４．地域連携活動の強化

新居浜高専技術振興協力会“愛テクフォーラム”の結成
会員：企業・試験研究機関・自治体・経済団体・卒業生
平成１７年７月設置

地域連携活動の「基盤」づくり

共同研究等に特化した研究施設の実現
インキュベーション・ラボの新設（高度技術教育研究センター別館改修）

地域連携による独創的研究、応用開発研究の展開

客員研究員、研究コーディネーター、地域連携アドバイザー、教育ア
ソシエイト等の多様な人材の受入れ

→交流の拠点づくり（リエゾンルームの整備）

外部人材との連携強化

技術をこよなく愛する人の集まり

技術によって愛媛の発展を願う人の集まり

高専発社会連携活動の「基盤」づくり

高専発産学官連携活動の全国発信への「起点」づくり

高専発新産業創造のための「交流拠点」づくり

新居浜高専技術振興協力会の結成へ
（愛テクフォーラム）

〈理念〉

〈愛テクフォーラムの名称〉

事 業 計 画

１ 地域産業界等との人的交流・情報の交流
(1)高専と共催で開催するシンポジウム等の実施
(2)技術講演会、研究交流会、視察会等の開催

２ 共同研究等技術研究開発の連携推進
(1)会員企業のニーズと高専のシーズのマッチングを図る
(2)萌芽的研究費の補助、研究経費の支援

３ リフレッシュ教育等技術者育成支援
(1)出前講座の実施
(2)会員企業の要請による研修会の実施

４ 新居浜高専の教育研究の振興
(1)産学連携に関するイベントの支援
(2)人材育成プログラムへの支援
(3)地域連携活動への助成
(4)学生教育への支援

５ その他
(1)愛テクフォーラムの会報の発行
(2)産学連携に関する工業フェア等の通知・案内
(3)新居浜高専で発行する広報誌の配布

専 門 部 会

○知的財産専門部会

○人材育成専門部会

○福祉工学研究専門部会

○バイオサイエンス研究専門部会

○マテリアル研究専門部会

○エレクトロ計測制御研究専門部会

○情報通信・電子技術研究専門部会

○ロボット研究専門部会

○エネルギー研究専門部会

法人会員（企業） ５０社
特別会員 １６団体
一般会員 ５６人

愛テクフォーラムの概要
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インキュベーション・ラボの新設
（高度技術教育研究センター別館改修事業）

インキュベーション・ラボ

（研究目的に応じて研究設備を機動的に組み
合わせることが出来るオープンな研究施設）

バイオサイエンス・エリア
ナノ制御マテリアル・エリア
エレクトロ計測制御・エリア

新産業創出のた
めの独創的な研
究の推進

共同研究（応用
開発研究）の推
進

横断的な新研究領域の展開

応募作品数

学生・一般の部 １１２
小中学生の部 １８５

応募作品を審査
↓

表彰
↓

実現可能な作品を製作
↓

公共な場所への展示

中学生ものづくりフェスタｉｎ松山

日時 ８月２６日（金）

場所 愛媛大学

城北キャンパス

参加 生 徒 ３８人

保護者 ６人

電子工作教室

ガラス細工教室

模型飛行機教室
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